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　　町制施行70周年を記念する事業
奥州こおり宿　楽市楽座 in 山車フェス
令和７年９月28日（日）開催
町に現存する13台の山車が迫力満点の絆の伝統美により奥州・羽州街道の追分として栄えた
桑折宿の復活。さらには、東北のうまいもの大集合、さらなる交流・関係人口創出へ



９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

決
算
審
査
結
果

桑
折
町
監
査
委
員

�

鈴
　
木
　
頼
　
子

�

佐
　
藤
　
久
　
一

　
令
和
６
年
度
の
桑
折
町
一
般

会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
ほ
か
３
特
別
会
計
並
び

に
水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
の

決
算
審
査
が
７
月
23
日
か
ら
８

月
５
日
ま
で
実
施
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
決
算
関
係
書
類

は
法
令
に
基
づ
き
正
確
に
作
成

さ
れ
、
帳
簿
や
証
拠
書
類
と
も

符
合
し
誤
り
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
予
算
執
行
も
概
ね
適

正
で
あ
っ
た
。
水
道
・
下
水
道

事
業
会
計
に
つ
い
て
も
決
算
書

や
損
益
計
算
書
等
の
照
合
に
よ

り
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
、
両
会

計
と
も
純
利
益
を
計
上
し
た
。

　
財
政
健
全
化
審
査
で
は
、
健

全
化
判
断
比
率
や
資
金
不
足
比

率
も
適
正
に
作
成
さ
れ
、
健
全

性
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
令
和

７
年
に
は
町
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
、
中
期
基
本
計
画
な
ど
多

く
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お

り
、「
幸
せ

を
実
感
で
き

る
元
気
な
ま

ち
」
の
実
現

へ
一
層
の
創

意
工
夫
と
効

率
的
な
行
政

運
営
が
求
め

ら
れ
る
。

　
各
議
員
が
議
案
調
査
を
踏
ま
え
、
本
会
議
で
議
案

全
体
や
政
策
の
方
向
性
を
総
合
的
に
確
認
及
び
議
論

し
ま
し
た
。

物
価
高
に
苦
し
む
町
民
、
支
援
策
は

岡
本 

貴
士 

議
員

問問
　
町
長
は
、
令
和
６
年
度
の
町
政
運
営
に
あ

た
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
が
町

民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

支
援
策
を
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
実
施
す
る
と

述
べ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
実
施
し

た
町
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
そ
の
評
価
を
伺
う
。

答答
　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
最
大
限
に

活
用
し
、
低
所
得
者
世
帯
へ
の
支
援
や
公
共

性
を
有
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
加
え
、
介

護
施
設
、
学
校
給
食
、
タ
ク
シ
ー
・
運
送
事
業
者
、

農
業
資
材
費
へ
の
補
助
な
ど
、
桑
折
町
独
自
の
支
援

策
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
他
の
自

治
体
に
な
く
評
価
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、「
桑
折
町
な

ら
で
は
」
の
支
援
策
と
し
て
、
一
定
の
効
果
を
上
げ

た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
減
額
の
要
因
と
対
策
は

羽
根
田
ひ
と
み 

議
員

問問
　
Ｒ
５
は
１
１
，
１
８
２
件
２
１
３
，
２
０

０
千
円
で
あ
っ
た
が
、
Ｒ
６
は
６
，
３
３
９

件
１
３
４
，
５
４
５
千
円
と
、
４
，
８
４
３

件
７
８
，
６
５
５
千
円
の
減
少
と
な
っ
た
。
担
当
課

の
分
析
に
よ
れ
ば
、
要
因
の
一
つ
に
福
島
市
の
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
フ
ル
ー
ツ
へ
の
需
要
が
流
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
力
を
重
視
す
る
姿
勢

は
重
要
で
あ
る
が
、
柔
軟
な
対
応
も
必
要
で
は
な
い

か
。
桃
以
外
の
要
因
に
つ
い
て
、
対
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

答答
　

福
島
市
は
20
億
円
を
超
え
る
一
人
勝
ち
と

な
り
、
年
間
を
通
し
て
多
様
な
フ
ル
ー
ツ
を

提
供
し
て
い
る
。
献
上
桃
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ

が
十
分
で
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
価
格
を
下
げ

る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
今
後
は
Ｐ
Ｒ
強
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
工
場
関
係
者
と
連
携
し
た
商
品
開

発
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
力
の
高
い
町
に
す
る
た
め
に

半
沢 

正
保 

議
員

問問
　
児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
確
立
や
学
力
向
上

を
め
ざ
し
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
の

成
果
の
総
括
と
改
善
す
べ
き
点
を
伺
う
。
具

体
的
に
は
、
10
年
以
上
続
く
事
業
見
直
し
、
指
導
主

事
、学
校
司
書
の
増
員
計
画
、先
進
事
例
（
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
教
育
等
）
の
調
査
研
究
、
全
事
業
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
定

し
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
強
化
を
。

答答
　
読
み
・
書
き
・
計
算
の
徹
底
反
復
に
よ
り
、

基
礎
力
を
伸
ば
し
、
学
習
意
欲
の
向
上
し
て

き
た
。
今
後
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
等
に
よ
り
、
個
別

最
適
な
学
び
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
英
語
教
育

を
中
心
に
魅
力
あ
る
教
育
の
町
を
め
ざ
す
。

こ
お
り
健
康
楽
会
の
取
組
は

鈴
木 

隆
志 

議
員

問問
　
「
こ
お
り
健
康
楽
会
」
に
お
い
て
「
健
康
測

定
会
」「
こ
お
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
」
等
に
、
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
健

康
増
進
に
努
め
た
も
の
と
考
え
る
。
高
齢
化
が
進
む

中
、
今
後
に
お
い
て
、ま
す
ま
す
重
要
な
事
業
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
る
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答答
　
こ
お
り
健
康
楽
会
は
、
医
・
学
・
産
・
民
・

官
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、

目
指
す
と
こ
ろ
は
、
町
民
の
健
康
維
持
管
理

増
進
達
成
に
あ
る
。
何
も
し
な
い
で
い
れ
ば
体
力
が

衰
え
し
ま
う
こ
と
を
町
民
が
意
識
し
て
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
町
民
み
ん
な
が
、
自
主
的
に
し
っ
か
り

と
健
康
維
持
増
進
に
努
め
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
町
と
し
て
町
民
の
意
見
集
約
に
努
め

な
が
ら
、
目
的
達
成
に
向
け
、
今
後
と
も
、
こ
お
り

健
康
楽
会
事
業
の
充
実
強
化
に
努
め
て
行
く
。

早
期
の
振
興
整
備
計
画
の
見
直
し
を

佐
藤 

武
朗 
議
員

問問
　
農
地
法
は
１
９
５
２
年
（
昭
和
27
年
）
に

制
定
さ
れ
た
。
最
大
の
目
的
は
農
地
改
革
に

よ
る
「
耕
作
者
主
義
」（
農
地
は
耕
作
す
る
者

自
身
が
所
有
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
時
代

の
変
化
や
農
業
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
繰
り
返

し
法
改
正
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
現
実

は
中
山
間
地
で
は
、「
有
害
鳥
獣
被
害
」
や
「
担
い
手

の
高
齢
化
」
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、「
桑
折
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」、
農

振
農
用
地
の
除
外
等
も
早
急
に
見
直
し
を
行
う
べ
き

で
は
。

答答
　
長
ら
く
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

令
和
６
年
度
に
「
地
域
計
画
」
を
作
成
、
一

方
で
、
Ｉ
Ｃ
周
辺
で
民
間
業
者
が
「
地
域
未

来
投
資
促
進
法
」
に
よ
る
事
業
計
画
を
進
め
て
い
る

が
、
県
に
本
申
請
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
見
通
し
が

つ
い
た
ら
速
や
か
に
進
め
て
い
き
た
い
。

商
工
振
興
費
と
賃
借
料
の
バ
ラ
ン
ス

川
村 

滋
道 

議
員

問問
　
学
Ｖ
ｉ
Ｖ
Ａ
の
賃
借
料
歳
出
計
上
が
教
育

文
化
課
で
は
な
く
商
工
振
興
費
に
計
上
さ
れ

違
和
感
を
も
っ
た
。
若
い
方
々
の
学
習
環
境

が
整
備
さ
れ
た
の
に
商
工
振
興
に
計
上
は
な
ぜ
か
、

又
賃
借
料
は
商
店
街
活
性
化
推
進
事
業
の
60
万
に
比

べ
賃
借
料
は
５
倍
強
だ
。
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
。
特
定

業
者
優
遇
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

を
含
め
今
後
の
利
用
状
況
に
よ
り
賃
借
料
を
見
直
す

考
え
が
あ
る
の
か
。

総
括
質
疑

令
和
６
年
度

一
般
会
計
決
算

９９月月定例会定例会 ●●会期：９月３日（水）会期：９月３日（水）
　　　　　～18日（木）（16日間）　　　　　～18日（木）（16日間）

提出議案　審議採決提出議案　審議採決
令和６年度決算認定（一般会計１件・特別会計６件・条例制定２件・条例改正４件・補正予令和６年度決算認定（一般会計１件・特別会計６件・条例制定２件・条例改正４件・補正予
算２件・未処分利益剰余金処分１件・町道廃止１件・町道認定１件・報告意見・同意２件）算２件・未処分利益剰余金処分１件・町道廃止１件・町道認定１件・報告意見・同意２件）

歳入 66億 5,255 万円

歳出63億 7,683 万円

※金額は切り捨てて万円まで
※％は総額に占める構成比

町民一人あたり総額
令和６年度 130,568円（3,509円の増加）
（令和５年度 127,059 円）

町税一人あたり年次別比較

66億
5,255万円

63億
7,683万円

町税
（町民税・固定資産税
・たばこ税）
14億2,252万円　21.4％

議会費
8,141万円
1.3％
総務費
10億6,441万円
16.7％

衛生費
5億8,356万円
9.1％

公債費
4億3,952万円

6.9％

農林水産業費
3億3,268万円
5.2％

商工費
8,284万円
1.3％

土木費
5億6,110万円

8.8％

消防費
3億1,654万円

5.0％

教育費
13億4,532万円

21.1％
民生費

15億6,944万円
24.6％

地方交付税（国からの補填）
24億3,276万円
36.6％

分担金及び負担金
4,091万円　0.6％

国庫支出金
7億1,577万円
10.8％

県支出金
6億3,964万円
9.6％

財産収入
・寄付金

1億5,705万円
2.3％

繰入金
（財政調整基金取崩）

2億4,225万円
3.6％

繰越金
1億2,949万円

2.0％

諸収入
（貸付金元利収入・受託事業収入）
1億6,506万円　2.5％

その他
6億4,621万円
9.7％

使用料及び手数料
6,089万円　0.9％

認定議案第１号  令和６年度 決算 賛成賛成８８ 反対 反対３３

監査委員報告

3 2―議会だより 議会だより―



９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

答答
　

蚕
糸
跡
地
利
活
用
事
業
の
一
環
と
し
て
本

町
で
業
者
と
協
議
の
上
策
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
従
い
産
業
振
興
課
の
所
管
で
計
上
し
た
。

又
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
学
Ｖ
ｉ
Ｖ
Ａ
の
賃
借
料
は
見
直

す
考
え
は
な
い
。

温
暖
化
防
止
対
策
は川

名 

靜
子 

議
員

問問
　
２
０
３
０
年
ま
で
に
町
内
消
費
電
力
量
の

40
％
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
計
画

だ
。
町
で
は
太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
シ
ス
テ

ム
、
電
気
自
動
車
等
へ
補
助
金
を
出
し
補
正
を
組
む

ほ
ど
町
民
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
。
目
標
を
達
成

す
る
の
は
太
陽
光
発
電
が
近
道
だ
。
し
か
し
、
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の
廃
棄
方
法
が
定
ま
っ
て
い
な
い
中

で
こ
れ
を
進
め
る
に
迷
い
が
あ
る
。
地
球
温
暖
化
の

上
昇
は
、
人
間
の
み
な
ら
ず
農
業
分
野
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
太
陽
光
発
電
プ
ラ
ス
蓄
電
池

を
合
わ
せ
持
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
設
置
や
、
我
々
に

で
き
る
温
暖
化
防
止
対
策
へ
の
考
え
を
伺
う
。

答答
　

パ
ネ
ル
に
留
ま
ら
ず
蓄
電
池
も
有
効
な
手

立
て
だ
。
省
エ
ネ
に
努
め
な
が
ら
再
エ
ネ
の

推
進
を
共
に
進
め
一
つ
ひ
と
つ
地
道
な
努
力

を
重
ね
、
新
築
の
折
に
補
助
金
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
。

情
報
公
開
条
例
事
務
は
猛
省
が
必
要

齋
藤 

松
夫 

議
員

問問
　
決
算
年
度
中
に
情
報
非
公
開
が
８
件
あ
っ

た
。
一
部
、
開
示
請
求
者
か
ら
不
服
審
査
申

し
立
て
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
審
査
し
た
審
査

委
員
会
か
ら
町
に
対
す
る
答
申
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

中
の
一
部
に
「
不
開
示
決
定
は
妥
当
で
は
な
い
」
旨

の
文
言
が
あ
っ
た
。
情
報
公
開
に
関
す
る
事
務
に
つ

い
て
猛
省
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答答
　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い
て
対
処
し
て
い

る
。

ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
の
成
果
は

石
幡 

政
子 

議
員

問問
　
ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
は
令
和
４
年

よ
り
設
立
さ
れ
、
令
和
６
年
度
は
２
年
目
と

な
る
が
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
の
予
算
が
つ

い
て
各
事
業
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
成
果

ま
た
は
反
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
桑
折
町
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
は

ど
の
様
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答答
　

福
島
市
を
中
心
と
し
て
県
北
地
域
の
４
市

３
町
２
村
で
構
成
す
る
組
織
で
あ
り
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
広
域
的

な
連
携
を
も
っ
て
各
自
治
体
の
利
便
性
と
豊
か
な
自

然
・
農
村
風
景
が
共
存
す
る
田
園
都
市
圏
と
し
て
地

域
の
つ
な
が
り
や
暮
ら
し
や
す
さ
を
重
視
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
町
長

は
副
会
長
を
務
め
て
お
り
、
桑
折
町
の
政
策
実
績
を

鑑
み
て
、
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
べ
き

立
ち
位
置
と
自
負
し
て
る
。

答答
　

高
齢
者
に
な
っ
て
も
介
護
状
態
に
陥
ら
な

い
た
め
の
予
防
施
策
に
重
点
を
置
く
。
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
に
突
入
、
サ
ー
ビ
ス
需

要
は
高
ま
る
と
予
測
す
る
。
予
防
介
護
に
重
点
を
置

き
つ
つ
、
必
要
に
な
っ
た
時
は
し
っ
か
り
サ
ー
ビ
ス

を
享
受
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。
施
設
の
人
材
不
足
、

経
営
圧
迫
等
が
懸
念
材
料
だ
。
一
人
に
な
っ
て
も
仲

間
を
つ
く
る
社
会
参
加
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
欲

し
い
。

統
合
計
画
の
前
倒
し
を
検
討
せ
よ

齋
藤 

松
夫 

議
員

問問
　
上
水
道
事
業
と
民
営
簡
易
水
道
の
「
統
合

計
画
」
は
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
並
び
に
水
道
事

業
経
営
戦
略
を
も
と
に
進
め
て
い
る
も
の
と

承
知
す
る
。
同
戦
略
（
見
直
し
後
）
に
よ
れ
ば
、
令

和
10
年
度
内
部
留
保
資
金
残
高
は
当
初
計
画
よ
り

64
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
気
候
変
動
に

よ
る
災
害
対
策
の
観
点
か
ら
も
「
統
合
計
画
」
の
前

倒
し
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。
決
算
年
度
で
の
内

部
留
保
資
金
残
高
は
当
初
計
画
に
照
ら
し
ど
の
よ
う

な
結
果
と
な
っ
た
か
伺
う
。

答答
　

令
和
６
年
度
決
算
の
結
果
は
、
当
初
見
込

み
の
３
・
６
倍
の
内
部
留
保
資
金
残
高
（
減

債
積
立
金
・
建
設
改
良
積
立
金
）
と
な
っ
た

が
、
老
朽
管
更
新
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
総
合
的

に
考
え
る
と
、
統
合
の
前
倒
し
と
は
い
か
な
い
。

水
没
被
災
復
旧
町
負
額
は

齋
藤 

松
夫 

議
員

問問
　
流
域
下
水
道
管
理
費
だ
が
、
か
つ
て
の
台

風
時
、
終
末
処
理
場
が
水
没
被
災
を
受
け
た
。

そ
の
際
の
復
旧
費
用
に
多
額
の
費
用
を
要
し

た
と
の
答
弁
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
に
係
る
桑
折
町

の
負
担
分
は
い
か
ほ
ど
要
し
た
の
か
伺
う
。

答答
　

復
旧
に
係
る
桑
折
町
負
担
額
は
総
額
６
，

６
０
０
万
円
で
、
３
年
間
起
債
を
発
行
し
、

負
担
金
の
支
払
い
は
完
了
し
て
い
る
。

高
齢
者
へ
の
適
切
な
対
応
を

川
名 
靜
子 

議
員

問問
　
高
齢
化
率
38
・
１
％
に
な
っ
た
令
和
６
年

度
に
お
い
て
、
地
域
支
援
事
業
中
の
い
き
い

き
百
歳
体
操
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
脳
ト
レ

等
事
業
に
昨
年
よ
り
約
２
２
３
万
円
増
の
約
５
４
３

万
円
の
予
算
が
、
介
護
認
定
へ
も
た
ら
す
効
果
と
課

題
の
総
括
を
伺
う
。
ま
た
、
男
性
の
社
会
参
加
が
少

な
い
。
生
涯
学
習
事
業
等
を
通
し
て
趣
味
の
仲
間
づ

く
り
が
重
要
で
は
な
い
か
。 総

括
質
疑

令
和
６
年
度

特
別
会
計

令和６年度 特別会計決算　　

水道事業会計決算
《事業会計》

下水道事業会計決算

　令和６年度未処分利益剰余金１億4,865万463円のうち、5,106万1,187円を建設改良積立金に積み
立て、1,258万9,276円を資本金へ組入れることについて、地方公営企業法第32条第２項の規定に基
づき、議会の議決を求める。

令和６年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

認定

認定

認定

承認

種　別 項　目 歳　入 歳　出 差引残額

国 民 健 康 保 険
決算額 1,266,932,859円 1,210,357,068円 56,575,791円

概　要 収納率　98.3％ 執行率　93.1％ 全額翌年度繰越

後期高齢者医療
決算額 213,353,288円 212,116,471円 1,236,817円

概　要 収納率　99.4％ 執行率　98.8％ 全額翌年度繰越

介 護 保 険
決算額 1,799,763,410円 1,621,449,442円 178,313,968円

概　要 収納率　97.3％ 執行率　87.6％ 全額翌年度繰越

半 田 財 産 区
決算額 3,274,986円 2,792,575円 482,411円

概　要 収納率　99.9％ 執行率　85.2％ 全額翌年度繰越

水
道
事
業

決算概要 収益的収支（税込） 資本的収支（税込） 剰余金処分（税抜）

有収率は85.3％漏水調
査実施、配水管漏水修
繕 工 事 に よ り 前 年 比
3.1％増加した。

収入　378,416,771円
支出　305,375,780円

収入　  11,440,000円
支出　 100,899,659円
不足額　89,459,659円
は損益勘定保留資金等
で補填

148,650,463円 の 内、
建 設 改 良 積 立 金 に
51,061,187円 を 積 立、
残金を次年度に全額繰
越

下
水
道
事
業

決算概要 収益的収支（税込） 資本的収支（税込） 剰余金処分（税抜）

水洗化人口4,632人、接
続 戸 数1,791戸 で 人 口
水洗化率84.1％、総汚
水 量 は401,867 ㎥ と
なった。

収入　248,177,677円
支出　233,484,133円

収入　 136,553,550円
支出　 183,225,698円
不足額 46,672,148円
は消費税資本的収支調
整額、損益勘定留保資
金で補填

17,814,793円は次年度
に繰越

※１（収納率）=（実際に収入があった金額÷予定していた収入額）×100%
　　 計画していた収入のどれだけが実際に得られたかを示す指標。
※２（執行率）=（実際に支出した金額÷予定していた支出額）×100%
　　 計画していた支出のどれだけが実際に使われたかを示す指標。
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９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

条
例
制
定

手
話
に
関
す
る
基
本
理
念
、
施

策
を
推
進
す
る

◆
議
案
第
46
号　
桑
折
町
手
話

言
語
条
例

　
　
手
話
に
関
す
る
基
本
理
念

及
び
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

定
め
、
手
話
が
言
語
で
あ
る

こ
と
の
認
識
を
共
有
し
、
全

て
の
町
民
が
共
生
す
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
。

豊
か
な
自
然
環
境
及
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
調
和
を
図
る

◆
議
案
第
47
号　
桑
折
町
自
然

環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調
和
に

関
す
る
条
例

　
　
本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境

及
び
安
全
安
心
な
生
活
環
境

の
保
全
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
設
置
事
業
と

の
調
和
を
図
る
た
め
に
必
要

な
事
項
を
定
め
、
自
然
環
境

等
に
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進

し
、
豊
か
で
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
。条

例
改
正

◆
議
案
第
48
号　
町
税
特
別
措

置
条
例
の
一
部
改
正

　
　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に

基
づ
き
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
と
な
る
対
象
期
間
の
延

長
に
伴
う
改
正

◆
議
案
第
49
号　
公
民
館
条
例

の
一
部
改
正

　
　
昨
今
の
光
熱
費
を
は
じ
め

と
し
た
維
持
管
理
の
増
加
、

震
災
減
免
措
置
の
在
り
方
の

見
直
し
及
び
近
隣
の
類
似
施

設
と
の
均
衡
を
踏
ま
え
、
公

民
館
や
体
育
施
設
等
の
使
用

料
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の

一
部
改
正

◆
議
案
第
50
号　
桑
折
町
下
水

道
条
例
の
一
部
改
正

　
　
国
の
定
め
る
標
準
下
水
道

条
例
の
改
正
に
伴
う
、
災
害

そ
の
他
の
非
常
時
の
場
合
の

排
水
設
備
等
の
工
事
の
要
件

が
追
加
さ
れ
た
た
め
の
一
部

改
正

◆
議
案
第
51
号　
給
水
条
例
の

一
部
改
正

　
　

水
道
事
業
に
お
い
て
も
、

国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
災
害

そ
の
他
の
非
常
時
の
場
合
の

給
水
装
置
工
事
の
要
件
整
備

が
必
要
で
あ
る
た
め
所
要
の

一
部
改
正

町道の廃止

町道の認定

◆議案第52号　町道の廃止について

◆議案第53号　町道の認定について

路線名 起　点 終　点 延長（ｍ） 副員（ｍ）

2112号線 桑折町字三角78から 桑折町字界35－１まで 327.4 3.4～2.0

2113号線 桑折町字界53－１から 桑折町字界19－１（左）まで 440.7 2.6～2.0

路線名 起　点 終　点

2112号線 桑折町字三角78から 桑折町字蒲田23－１まで

補 正 予 算
◆議案第54号　令和７年度一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出それぞれ6,097万円を追加し、予算総額66億4,146万円とする。

◆議案第55号　介護保険特別会計（保険事業勘定）（第１号）
　歳入歳出それぞれ１億1,771万円を追加し、予算総額17億9,994万円とする。

《主な歳入》 《主な歳出》
項　目 補正額 項　目 補正額

都市再生整備事業計画事業債 1,170万円 （仮称）歴史観光交流センター
実施設計委託料 1,100万円

公共施設等適正管理推進事業債 570万円 半田山自然公園バンガロー解
体工事 642万円

前年度繰越金 1,853万円 伊達崎排水機場電気設備災害
復旧事業 1,020万円

財政調整基金繰入金 1,637万円
醸芳幼稚園第２駐車場返還原
型復旧工事 500万円

農業後継者奨励金事業 300万円

《主な歳入》 《主な歳出》
項　目 補正額 項　目 補正額

一般会計繰入金 64万円 職員手当等 64万円

前年度繰越金 1億1,707万円
償　還　金 8,281万円
一般会計繰出金 3,426万円

同
　
　
意

◆
同
意
第
２
号　
町
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命

　
住
所　

�

桑
折
町
大
字
南
半
田

字
六
角

　
氏
名　
鈴　
木　
キ
ヨ
子

報
　
　
告

◆
報
告
第
４
号　
令
和
６
年
度

桑
折
町
一
般
会
計
等
歳
入
歳

出
決
算
に
伴
う
健
全
化
判
断

比
率
及
び
公
営
企
業
会
計
等

に
係
る
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て

　
監
査
委
員
の
意
見

　
　
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ

れ
是
正
改
善
を
指
摘
す
べ
き

事
項
は
な
い
。

請
　
　
願

◆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
の
請
願

（
請
願
者
）

　
福
島
市
五
月
町
２
―
５

　
消
費
税
廃
止
各
界
連
合
会

　
代
表　
服　
部　
　
　
雅

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
の
結
果
）

　
不
採
択

◆
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
の
請
願

（
請
願
者
）

　
福
島
市
五
月
町
２
―
５

　
消
費
税
廃
止
各
界
連
合
会

　
代
表　
服　
部　
　
　
雅

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
の
結
果
）

　
不
採
択
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９
月
定
例
会

臨

時

会

追 加 議 案

◆選挙第１号
　福島県伊達郡国見町・桑折町有北山組合議会議員選挙について
　　令和７年10月31日をもって任期満了となるので組合規約第５条第１項及び第２項の規定により、
議会議員５名の選挙を行い次の者を当選人と決定した。

・選出議員
　 選挙区別 氏　名 住　所

第８
紺野　哲男 桑折町大字北半田字銀山東

稲村　賢一 桑折町大字北半田字堀ノ内

第９
津田　健一 桑折町大字谷地字六丁目

阿部　隆男 桑折町大字谷地字荒屋敷

第10 後藤　忠郎 桑折町大字伊達崎字中北沢

◆発委第３号　議会基本条例の一部を改正する条例
　第11条・第20条を改正する。

臨　時　会
令和７年度　第４回　７月24日 開催

◆承認第２号　専決処分の承認を求めることについて
・法人町民税の確定申告において、納税額確定に伴う前年度納税分の還付のため。既定の予算総額に
それぞれ550万円を追加し、予算総額を65億4,562万円とする。

◆議案第43号　桑折町立醸芳保育所解体工事請負契約の締結について
１．契約の目的
　　令和７年４月１日廃止の醸芳保育所解体のため
２．契約金額
　　金 126,500,000円
　　　（内消費税及び地方消費税額　金 11,500,000円）
３．契約の方法
　　条件付一般競争入札
４．契約の相手方
　　住所　福島県伊達郡桑折町大字上郡字楽10番地の12
　　氏名　国分木材工業株式会社　桑折支店
　　　　　桑折支店長　吉　村　仁　一

◆議案第44号　一般会計補正予算（第４号）
　既定の予算総額に3,487万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ65億8,049万円とする。

歳　入 歳　出

前年度繰越金 550万円 徴収事務費（還付金） 550万円

《歳　入》 《歳　出》

歳　入 歳　出 事　由

地域介護福祉空間整備等
施設整備交付金 773万円 老人福祉事業 773万円

所得税及び定額減
税の実績額確定に
伴う不足額給付

地方創生臨時交付金 2,714万円 定額減税補足給付事業 2,714万円
介護施設非常用自
家発電設備整備事
業補助金

提案理由の説明
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９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

一目でわかる　審　議　結　果 結果報告は
こちら

○全会一致で可決の議案
議　　案　　名 討論者

認定第２号 令和６年度桑折町国民健康保険特別会計（事業
勘定）歳入歳出決算認定について

認定第３号 令和６年度桑折町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について

認定第４号 令和６年度桑折町介護保険特別会計（保険事業
勘定）歳入歳出決算認定について

認定第５号 令和６年度桑折町半田財産区特別会計歳入歳出
決算認定について

認定第６号 令和６年度桑折町水道事業会計決算認定につい
て

認定第７号 令和６年度桑折町下水道事業会計決算認定につ
いて

議案第45号 令和６年度桑折町水道事業会計未処分利益剰余
金の処分について

議案第46号 桑折町手話言語条例 齋藤松夫

議案第47号 桑折町自然環境等と再生可能エネルギー発電事
業との調和に関する条例 齋藤松夫

議案第48号 桑折町税特別措置条例の一部を改正する条例

議案第49号 桑折町公民館条例等の一部を改正する条例

議　　案　　名 討論者

議案第50号 桑折町下水道条例の一部を改正する条例

議案第51号 桑折町給水条例の一部を改正する条例

議案第52号 桑折町道路線の廃止について

議案第53号 桑折町道路線の認定について

議案第55号 令和７年度桑折町介護保険特別会計（保険事業
勘定）補正予算（第１号）

報告第４号
令和６年度桑折町一般会計等歳入歳出決算に伴
う健全化判断比率及び公営企業会計等に係る資
金不足比率について

同意第２号 桑折町教育委員会委員の任命について

選挙第１号 福島県伊達郡国見町・桑折町有北山組合議会議
員選挙について

発委第３号 桑折町議会基本条例の一部を改正する条例

所管事務調査報告について

桑折町議会議員の派遣について

閉会中の所管及び所掌事務調査の申し出について

※報告は採決なし

令和７年第５回桑折町議会定例会
川村滋道 齋藤松夫 半沢正保 羽根田ひとみ 石幡政子 岡本貴士 鈴木隆志 佐藤武朗 斉藤　謙 半澤　高 川名靜子 原　賢志

一般質問者 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ ○ ○ －

令和７年第４回桑折町議会臨時会（７月24日）

○賛否の分かれた議案
議員名

議案名

川
村
滋
道

齋
藤
松
夫

半
沢
正
保

羽
根
田
ひ
と
み

石
幡
政
子

岡
本
貴
士

鈴
木
隆
志

佐
藤
武
朗

斉
藤　
謙

半
澤　
高

川
名
靜
子

議　
　
長

可　
　
否

議案第43号 桑折町立醸芳保育所解体工事請負契約の締結について ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － 可決

○：賛成　●：反対　欠：欠席　 ：討論者

○賛否の分かれた議案
議員名

議案名

川
村
滋
道

齋
藤
松
夫

半
沢
正
保

羽
根
田
ひ
と
み

石
幡
政
子

岡
本
貴
士

鈴
木
隆
志

佐
藤
武
朗

斉
藤　
謙

半
澤　
高

川
名
靜
子

議　
　
長

可　
　
否

請願第３号 インボイス制度廃止を求める意見書の提出についての請願 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 不採択

請願第４号 消費税５％への減税を求める意見書の提出についての請願 ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● － 不採択

認定第１号 令和６年度桑折町一般会計歳入歳出決算認定について ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － 可決

議案第54号 令和７年度桑折町一般会計補正予算（第５号） ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － 可決

○：賛成　●：反対　欠：欠席　 ：討論者

○全会一致で可決の議案
議　　案　　名 討論者

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて

議案第44号 令和７年度桑折町一般会計補正予算（第４号）

討　論　一　覧　表討　論　一　覧　表
賛　　　成 議案等 反　　　対

　道路を直す、体育館を直す。緊急性が
あると判断したことから賛成する。

羽根田ひとみ
議員

議
案
第
54
号　
補
正
予
算

齋藤松夫
議員

ハコモノありきの発想が問題
　本補正予算案に歴史観光交流センター
建設に係る委託料1,100万円が計上され
た。この歴史観光交流センターは、はじ
めにハコモノありきの発想で進められて
きた。そのことは設計監理の段階に至っ
ても、事業運営をどうするのかが明らか
でないところに現れている。よってこの
点を理由に反対の態度をとる。

　23年10月から導入。消費税を納税しな
い事業者はインボイスが発行できない仕
組みな為、免税業者になっていた小規模
事業者（年間売上1,000万円以下）は増
税となる。制度導入後、消費税の申告納
税者は100万件も増え制度導入による増
税額は１人当り13万円だ。零細事業者や
フリーランス泣かせの制度は廃止を。

川村滋道
議員

請
願
第
３
号

川名靜子
議員

　「インボイス制度」については、制度の
見直しを求める意見書を提出したがＲ５
年10月に施行された。消費税納税におい
て免税事業者と課税事業者の間にある不
公平感を是正し、納税の公平性を確保す
る観点から必要である。「廃止」の場合事
業者等の混乱を招くのでは。また、制度
に代わる代替案、具体案も示されてない
事だ。

　今の物価上昇は多くの品目に及び、全
ての人に負担である。すぐに治まる見通
しもたたない。今物価対策として最も有
効なのは、コメや電気代、ガソリン代な
どの個別対策に留まらず「全品目減税」
となり所得税減税の様に低所得階層を含
む「誰でも減税」となる。一時限りの給
付金と違って有効だ。

川村滋道
議員

請
願
第
４
号

川名靜子
議員

　消費税は広く公平に誰もが負担する税
である。その使い道も年金・医療・介護・
子育て支援等の社会保障の財源として位
置づけられている。今後ますます高齢社
会となり社会保障の安定した財源を確保、
維持させていかなければならない。従っ
て「消費税５％への減税を求める意見書
提出」には反対だ。

　こども園が無事開園し、まなびばも利
用しやすくなった。行政手続きのオンラ
イン化やごみ減量化リサイクル事業を推
進した。
　また、桃購入の為、仙台近郊のみなら
ず他県からたくさんの人が訪れたことは、
シティープロモーションの成果であった
と評価する。今度はこれを商業の発展に
つなげてゆくことを期待して賛成する。

羽根田ひとみ
議員

認
定
第
１
号　
令
和
６
年
度　
一
般
会
計
決
算

　令和６年度は交付税や補助金確保によ
り安定財源を確保し、限られた予算で課
題解決と福祉向上を実現。子育て・教育
では給食無償化や ICT 推進、産業振興で
は地元活用で経済循環強化、防災・基盤
整備も計画的に進め、安全安心なまちづ
くりに寄与。以上、一般会計決算は認定
に値すると評価し賛成する。

半沢正保
議員

　Ｒ６年度歳出決算の執行率は94.7％
だ。決算額66億5,254万円を住民生活の
向上に自立の町として効果ある対応だっ
たか調査した。各課の翌年度繰越額、不
用額、流用等昨年より増額とはなってい
るが、問題とはならないと判断した。英
知を結集し普段から徹底的に進行管理を
行う事で改善されると考える事から一般
会計決算を認める。

川名靜子
議員

齋藤松夫
議員

反対理由は６項目だ
　理由は次の通り。①「総務課見解及び町
長答弁」は、憲法93条に基づく二元代表
制否定の政治姿勢だ。②公文書管理及び
情報公開条例に基づく事務執行での誤り
が表面化。③蚕糸跡地貸付料900万円・
スーバー学習室借上料300万円はアンバラ
ンスだ。④小中学校あり方検討は町民に開
かれておらず住民自治に反する。（以下略）

斉藤　謙
議員

　新公会計制度において、毎年インフラ
施設に関して指摘を受けているが、依然
として改善されていない。公共施設等総
合管理計画及び行政改革大綱に基づき、
効率的配置及び維持管理・運営を実現す
ること。加えて、経常収支比率は類似団
体と比較しても高止まりとなっているこ
とから、数値目標を明確にした上で改善
を図ること。
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動画

一

般

質

問

一

般

質

問

質問質問

答弁答弁

質問質問

答弁答弁 子どもの声を聴く場の設定検討

郷土愛育む次世代参加の町政に

問問
　
総
務
省
「
人
口

動
態
調
査
結
果
」

（
令
和
７
年
１
月
１
日
現

在
）
よ
り
日
本
人
の
人
口

が
前
年
よ
り
約
90
万
８
千

人
減
少
。
今
後
急
激
に
人

口
減
少
し
て
い
く
社
会
へ

と
変
貌
し
て
い
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
人
口

減
少
が
加
速
す
る
中
、
そ

の
対
応
の
一
つ
と
し
て
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
声
を
町
政
に
反

映
す
る
仕
組
み
が

不
可
欠
で
あ
る
。

現
状
で
は
子
ど
も

の
視
点
が
十
分
活

か
さ
れ
て
お
ら
ず
、

将
来
の
地
域
参
画

意
識
を
育
み
に
く

い
状
況
に
あ
る
。

全
国
で
は
子
ど
も

議
会
を
通
じ
て
提

案
が
行
政
に
反
映

さ
れ
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
も
、

発
言
と
参
加
の
機
会
を
保

障
す
る
こ
と
で
、
郷
土
愛

と
町
政
へ
の
信
頼
を
高
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
を
伺

う
。答答

町
　
長

　
よ
り
多
く
の
子

ど
も
た
ち
と
自
由
闊
達
に

意
見
交
換
で
き
る
場
が
望

ま
し
い
。
今
後
、
教
育
委

員
会
と
協
議
・
調
整
し
て

い
く
。

問問
　
文
科
省
が
公
表

し
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
を

受
け
、
町
教
委
の
指
導
力

評
価
、
読
解
力
や
思
考

力
・
表
現
力
の
低
迷
改
善

策
、
独
自
研
修
体
制
の
見

直
し
の
意
向
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、「
活
力
あ
る

学
力
の
高
い
町
」
を
目
指

し
た
具
体
的
教
育
推
進
方

策
に
つ
い
て
町
教
委
の
考

え
を
伺
う
。

答答
教
育
長

　
英
語
教
育
や
情

報
活
用
能
力
の
育
成
な
ど

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な

る
資
質
・
能
力
の
育
成
を

強
化
し
て
い
く
。

問問
　
学
力
の
高
い
福

井
県
で
は
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
教
育
（
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
心
理
学
の
知
見
を
学
校

教
育
に
取
り
入
れ
、
学
力

だ
け
で
な
く
「
幸
福
感
・

強
み
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
回
復
力
）」
を
育
む
教
育

ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。）
の

研
修
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

早
急
に
調
査
研
究
す
る
考

え
が
あ
る
か
を
伺
う
。

答答
　
「
知
・
徳
・
体
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
教
育
を
推
進
し
て
い

く
。

計画的実施し学力向上していく

ポジティブ教育で学力危機を救え

半半
はんはん

沢沢
ざわざわ

  正正
まさまさ

保保
やすやす

  議 員議 員

一般質問 という名の 
政策提案９月定例会は議員９名が登壇

※青字は、質問の概要を掲載しています。
※各問答は、質問者の責任で作成した原文を掲載しています。問い合わせは、各議員にお願いします。

町
民
の
思
い
や
願
い
を
届
け
る

町
民
の
思
い
や
願
い
を
届
け
る

6565
分分　　

一般質問とは、議会で議員が行政（町長や役場など）に対して、町民の関心事や問題点について質問し、その答えを求める制度です。
これにより、行政の運営状況を確認し、政策の改善や問題の解決を図ることを目的としています。

登壇議員 質　問　事　項

半
はん

 沢
ざわ

正
まさ

 保
やす

❶ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果について
２ 読書活動の推進について
❸ 「子ども議会」の必要性について

斉
さい

 藤
とう

謙
けん

❶ 学校のあり方検討委員会等に関して
❷ 新公会計制度（令和５年度）等に関して
３ 財政運営等に関して

羽
は

根
ね

田
だ

ひとみ

❶ 奨学金返済支援事業について
２ 桃購入の方々への町の PR 方法について
❸ 自主的活動団体の広報・バックアップについて
４ 西山城の景観と秋のイベントについて
５ 歴史観光交流センターから町内への誘導について

鈴
すず

 木
き

隆
たか

 志
し

❶ 高齢者や障がい者のゴミ出し支援について
２ 生成 AI の業務活用について
３ 桑折町第二次地域福祉計画について
４ 桑折町成年後見制度利用促進計画について
❺ エアコン購入等費用の補助金について

川
かわ

 名
な

靜
しず

 子
こ

❶ 地球温暖化はますます巨大化し命・くらしが脅かされている状況に関して
❷ 授業が楽しい・分かる子供たちを一人でも多く育てることに関して
３ プロポーザルの委託業者に任せるのか、町のねらいはどこにあるのか

半
はん

 澤
ざわ

高
たかし

１ ７月20日投開票の第27回参議院議員通常選挙の投票率等について
２ コロナ禍からの再生について
❸ 「こおりの小径」等の散策ルートの整備について
❹ 聖光学院高等学校との包括連携協定について

川
かわ

 村
むら

滋
しげ

 道
みち

❶ 桑折町の教育行政に関連して
❷ 本町の生活保護行政に関連して
３ 本町の保険診療に関連して
４ 本町の災害時の行政対応について

齋
さい

 藤
とう

松
まつ

 夫
お

１ 桑折町情報公開条例に基づく事務について
❷ 議員の「質問権剥奪」につながる「総務課見解問題」について
❸ 非核平和の町宣言と核兵器禁止条約への署名と批准を求める意見書（案）否決問題について
４ 有害鳥獣対策、特に熊の出没対策強化等について

石
いし

 幡
はた

政
まさ

 子
こ

❶ ごみ減量化対策の推進と課題について
❷ 再生可能エネルギーの推進と課題について
３ 桑折町における学力向上の取り組みと今後の展望について

ポジティブな心

生き抜く力を育む意見交換

これも 質 問

問問　
学
校
司
書
・
指
導
主
事
増
員
の
財
源
確
保
を

　

答答　

学
力
向
上
の
た
め
財
源
を
確
保
し
、
教
育
環
境
を
充

実
し
て
い
く
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動画 動画

一

般

質

問

一

般

質

問

質問質問 質問質問

答弁答弁 答弁答弁

質問質問

答弁答弁

質問質問

答弁答弁

問問
　
広
報
こ
お
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
町
主
催
事
業
の
ほ
か

地
域
活
動
や
自
主
的
活
動

団
体
の
取
組
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
ま
だ
周
知
さ

れ
て
い
な
い
活
動
や
行

事
、
魅
力
的
な
場
所
が
あ

る
。
こ
れ
ら
を
発
信
す
る

た
め
、
町
民
が
動
画
や
写

真
を
投
稿
で
き
る
窓
口
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
を
開
設
し

て
は
ど
う
か
。

答答
町
　
長

　
投
稿
に
は
肖
像

権
や
真
偽
確
認
、
不
適
切

表
現
へ
の
対
応
と
い
っ
た

懸
念
も
あ
る
が
、
町
民
参

加
型
広
報
は
有
効
で
あ
り
、

地
域
の
新
た
な
魅
力
発

見
・
発
信
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
こ
の
た
め
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
投

稿
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
方

向
で
検
討
す
る
。

広報ホームページでコーナー開設

地域魅力発信、町民参加型広報を

問問
　
日
本
学
生
支
援

機
構
の
奨
学
金
を

利
用
し
て
い
る
大
学
生
は

55
％
、
専
門
学
校
生
は

55・３
％
で
あ
る
。
現
在
、

１
，
７
１
８
自
治
体
の
う

ち
８
１
６
自
治
体
が
奨
学

金
返
済
支
援
制
度
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
取
組
の

チ
ラ
シ
は
高
校
の
進
路
指

導
室
前
に
も
掲
示
さ
れ
て

い
る
。
学
び
た
い
意
思
の

あ
る
若
者
が
経
済
的
理
由

だ
け
で
進
学
を
断
念
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

　
返
済
に
苦
し
む
若
者
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
は
如

何
か
。
本
町
は
給
食
無
償

化
や
制
服
支
給
を
実
施
す

る
先
進
的
な
町
で
あ
り
、

移
住
・
定
住
促
進
の
観
点

か
ら
も
導
入
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答答
町
　
長

　
移
住
定
住
を
目

的
と
す
る
場
合
、
公
金
支

出
の
公
平
性
を
欠
く
た
め
、

実
施
の
考
え
は
な
い
。

問問
　
国
（
内
閣
府
・

文
科
省
）
は
制
度

を
推
進
し
、
総
務
省
も
特

別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て

い
る
。
資
料
を
渡
す
の
で

再
検
討
を
願
う
。

答答
町
　
長

　
資
料
を
参
考
に

研
究
す
る
。

今は実施の考えはないが研究する

奨学金返済支援事業の導入を

羽羽
はは

根根
ねね

田田
だだ

 ひとみ  ひとみ 議 員議 員

問問
　
新
公
会
計
制
度

の
目
的
と
今
後
の

統
一
的
な
基
準
と
は
何

か
、
ま
た
、
貸
借
対
照
表

を
ど
の
よ
う
に
読
み
込
む

の
か
。

答答
町
　
長

　
新
公
会
計
制
度

に
つ
い
て
は
、単
式
簿
記・

現
金
主
義
」
か
ら
「
複
式

簿
記・
発
生
主
義
」と
い
っ

た
企
業
会
計
的
要
素
を
取

り
込
む
、
見
え
に
く
い
行

政
コ
ス
ト
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
発
生
経
費
を
含

め
分
析
・
公
表
す
る
た
め

に
作
成
し
て
い
る
。

問問
　
統
一
的
な
基
準

に
つ
い
て
。

答答
町
　
長

　
総
務
省
か
ら
示

さ
れ
た
、
貸
借
対
照
表
、

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純

資
産
変
動
計
算
書
、
資
金

収
支
計
算
書
の
財
務
書
類

４
表
で
あ
る
。

問問
　
毎
年
、
同
じ
指

摘
を
受
け
て
い
る

が
、
な
ぜ
、
改
善
さ
れ
な

い
の
か
。

答答
町
　
長

　
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
起
因
す
る
維
持
管

理
費
の
増
加
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

施
設
の
更
新
・
統
廃
合
・

長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
実
施
す
る
。

町民のために計画的インフラ整備

年々悪化する経常収支比率改善を

問問
　
学
校
あ
り
方
検

討
委
員
会
を
設

置
、
住
民
説
明
会
等
を
開

催
し
検
討
し
て
い
る
が
、

適
正
規
模
、
適
正
配
置
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
、
私
は
、
１
．

教
育
的
視
点
、
２
．
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
、
３
．
学

校
施
設
の
適
正
化
の
視

点
、
４
．
地
域
と
の
連
携

の
視
点
に
関
し
て
、
教
育

長
の
考
え
方
を
伺
う
。

答答
教
育
長

　
教
育
的
視
点
は
、

適
正
化
に
関
わ
ら
ず
、
重

要
で
あ
る
と
捉
え
、
充
実

し
た
教
育
の
推
進
に
努
め

て
い
る
。

問問
　
学
校
施
設
の
適

正
化
の
視
点
で

は
、
町
の
財
政
状
況
が
厳

し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
、
ど
の
よ
う
な
考
え

な
の
か
。

答答
教
育
長

　
学
校
施
設
に
つ

い
て
は
、
経
年
劣
化
が
進

ん
で
お
り
、「
桑
折
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
基
づ
き
、
望
ま
し

い
教
育
環
境
を
維
持
し
て

い
く
。

充実した教育の推進に努めていく

学校統合には地域住民の声を聴く

斉斉
さいさい

藤藤
とうとう

　  　  謙謙
けんけん

  議 員議 員

桑折町立醸芳小学校

町内の魅力的な場所の一つ

これも 質 問

問問　
年
々
悪
化
し
て
い
る
経
常
収
支
比
率
の
改
善
を

　

答答　
国
・
県
等
の
補
助
金
の
積
極
的
な
活
用

これも 質 問

問問　
桃
購
入
に
来
た
方
へ
、
町
内
誘
導
の
工
夫
を

　

答答　
両
農
協
と
連
携
し
町
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
強
化
を
す
る

問問　
西
山
城
の
景
観
、
半
田
山
が
見
え
る
よ
う
に

　

答答　
文
化
庁
へ
許
可
申
請
し
業
者
に
見
積
も
り
を
と
る

問問　
歴
史
観
光
セ
ン
タ
ー
か
ら
商
店
街
に
誘
導
を

　

答答　
誘
導
の
た
め
商
工
会
と
協
力
体
制
を
と
る

若者をバックアップしよう
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動画 動画

一

般

質

問

一

般

質

問

質問質問 質問質問

答弁答弁 答弁答弁

質問質問

答弁答弁

　
全
国
学
力
テ
ス
ト
Ｒ
７

年
の
結
果
は
、
本
県
に
お

い
て
全
科
目
と
も
全
国
平

均
を
下
回
っ
た
。
授
業
が

楽
し
い
、
分
か
る
子
供
た

ち
を
一
人
で
も
多
く
育
て

る
本
町
の
取
組
を
伺
う
。

問問
　
県
と
比
較
し
て

本
町
は
ど
う
か
。

ま
た
、
結
果
の
分
析
か
ら

特
に
国
語
力
で
不
足
し
た

力
は
何
か
。

答答
教
育
長

　
数
値
は
示
せ
な

い
が
全
科
目
と
も
下
で
、

知
識
・
理
解
不
足
と
読
解

力
が
課
題
と
捉
え
た
。

問問
　
授
業
が
解
れ
ば

好
き
、
分
か
ら
な

け
れ
ば
嫌
い
と
な
る
。
友

達
に
説
明
す
る
こ
と
も
理

解
度
チ
ェ
ッ
ク
に
な
る
の

で
は
。

答答
教
育
長

　
　
授
業
の
最
後

に
振
り
返
り
時
間
を
設
定

し
て
る
。

知識・理解力不足と読解力だ答弁答弁

質問質問 学力テストの結果から必要な力は

　
今
年
は
40
度
を
超
す
日

が
各
地
で
続
き
、
頻
繁
に

発
生
す
る
線
状
降
水
帯
に

よ
る
河
川
の
氾
濫
、
土
砂

崩
れ
等
命
を
脅
か
す
災
害

が
起
き
た
。
本
町
の
温
暖

化
対
策
の
進
捗
状
況
、
私

た
ち
が
す
べ
き
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

問問
　
２
０
３
０
年
ま

で
再
エ
ネ
で
町
内

消
費
電
力
量
の
40
％
以
上

を
生
み
出
す
方
針
だ
が
計

画
通
り
か
。

答答
町
　
長

　
Ｒ
５
年
で
10
・

６
％
だ
が
全
国
を
上
回
っ

て
い
る
。

問問
　
「
自
家
消
費
」

型
へ
の
支
援
件
数

と
役
場
の
地
中
熱
の
効
果

は
。答答

町
　
長

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
蓄
電
池
へ
の
補
助
は
94

件
、
電
気
自
動
車
へ
は
１

件
だ
。
地
中
熱
の
効
果
は

町
民
ロ
ビ
ー
の
冷
暖
房
で

年
77・４
％
の
カ
ッ
ト
だ
。

問問
　
役
場
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
、
今

期
目
標
は
15
％
削
減
だ

が
。答答

町
　
長

　
Ｒ
３
年
比
較
で

12
・
８
％
削
減
し
た
。

問問
　
事
業
者
・
町
民

に
対
す
る
計
画
は

理
解
さ
れ
て
い
る
か
。

答答
町
　
長

　
町
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲

載
や
企
業
訪
問
時
に
地
球

温
暖
化
へ
の
理
解
、
協
力

は
お
願
い
す
る
が
事
業
の

内
容
か
ら
難
し
い
。

問問
　

節
電
、
節
水
、

ゴ
ミ
減
量
等
の
方

が
取
り
組
み
易
い
の
で
は
。

答答
町
　
長

　
具
体
的
内
容
を

定
期
的
な
周
知
が
重
要

だ
。

事業所の理解も得ながら進める

みんなで取り組む地球温暖化対策は

川川
かわかわ

名名
なな

  靜靜
しずしず

子子
ここ

  議 員議 員

財政上の問題で実施は難しい

エアコン等の購入費用補助は

　
地
球
温
暖
化
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
と
し
て
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
町

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す

る
補
助
金
に
つ
い
て
。

問問
い
わ
き
市
で
同
様

の
世
帯
に
エ
ア
コ

ン
購
入
の
補
助
金
を
支
給

し
て
い
る
、
当
町
の
考
え

は
。答答

町
　
長

　
い
わ
き
市
の
事

案
に
つ
い
て
調
査
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問問
　
非
課
税
世
帯
の

中
に
は
、
物
価
高

騰
で
電
気
代
を
考
え
エ
ア

コ
ン
使
用
を
控
え
て
い
る

世
帯
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
電
気
代
補
助
の
考
え

は
。答答

町
　
長

　
財
政
的
に
余
裕

が
あ
れ
ば
対
処
し
て
い
け

る
と
思
う
が
、
非
課
税
世

帯
に
対
し
物
価
高
対
策
支

援
し
て
い
る
が
、
今
後
、

非
課
税
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
実
態
に
つ
い
て
は
調

査
を
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

問問
　
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
レ
ン
タ
ル
費

用
に
対
す
る
町
補
助
金
支

給
の
考
え
は
。

答答
町
　
長

　
財
政
上
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
限
ら
れ
た
財

源
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置

し
な
が
ら
今
後
も
住
み
続

け
た
い
町
を
創
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で

ご
理
解
願
い
た
い
。

　
「
介
護
保
険
制
度
」「
障

害
者
総
合
支
援
法
」
等
の

要
件
を
満
た
さ
ず
、
ゴ
ミ

出
し
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
高
齢
者
や
障

が
い
者
で
ゴ
ミ
出
し
が
困

難
な
世
帯
に
対
し
て
の
対

策
に
つ
い
て
。

問問
　
ゴ
ミ
出
し
支
援

に
対
す
る
町
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答答
町
　
長

　
町
内
会
等
々
に

お
け
る
共
助
、
共
に
支
え

合
う
地
域
社
会
の
創
設
が

非
常
に
大
切
で
あ
り
、
町

の
助
成
が
有
る
か
無
し
か

に
関
わ
ら
ず
、
大
変
な
人

を
見
か
け
た
ら
率
先
し
て

共
に
支
え
助
け
合
う
考
え

方
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
。

今
後
の
行
政
連
絡
員
の
会

議
、
あ
る
い
は
、
自
治
協

議
会
の
会
議
の
機
会
を
捉

え
て
、
共
に
助
け
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

地域コミュニティを図っていく

ゴミ出しが困難な世帯への対策は

鈴鈴
すずすず

木木
きき

  隆隆
たかたか

志志
しし

  議 員議 員

ゴミ出しのお手伝い

電
力
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て

これも 質 問

問問　
生
成
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
業
務
に
活
用
し
て
い
る
か

　

答答　
生
成
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
活
用
し
て
い
る

問問　
第
二
次
地
域
福
祉
計
画
作
成
、
町
民
意
見
の
反
映
は

　

答答　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏
ま
え
政
策
に
盛
り
込
ん
だ

問問　
成
年
後
見
制
度
理
解
促
進
に
向
け
て
の
町
民
対
応
は

　

答答　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
出
前
講
座
を
通
じ
て
促
進
さ
せ
る

これも 質 問

問問　
事
業
費
約
１
千
万
円
を
か
け
る
楽
市

楽
座
の
効
果
は

　

答答　
関
係
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
が

る
町
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
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動画 動画

一

般

質

問

一

般

質

問

質問質問 質問質問

答弁答弁 答弁答弁

質問質問

答弁答弁

質問質問

答弁答弁

問問
　
外
国
人
は
生
活

保
護
法
に
基
づ
く

受
給
権
を
持
た
な
い
と
の

指
摘
が
あ
る
が
「
行
政
措

置
に
よ
る
事
実
上
の
保
護

の
対
象
と
な
り
得
る
」
と

も
言
及
し
て
お
り
通
知
に

よ
る
保
護
の
支
給
を
否
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
厚
労
省

は
、
外
国
人
へ
の
生
活
保

護
支
給
は
違
法
で
も
何
で

も
な
く
、
国
が
昔
か
ら
今

に
至
る
ま
で
行
っ
て
き
た

事
で
適
法
と
し
て
い
ま

す
。
如
何
か
。

答答
町
長

　
議
員
お
質
し
の

と
お
り
。

問問
　
「
特
別
な
事
情
」

が
あ
る
と
き
に

限
っ
て
、一
時
扶
助（
家
具

什
器
費
）
と
し
て
エ
ア
コ

ン
代
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
配
慮

が
必
要
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
や
高
齢
者
、
障
害
者
な

ど
が
い
る
場
合
に
支
給
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
生
活
困
窮
者
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
補
助
を
行

政
と
し
て
実
施
願
う
。

答答
町
長

　
本
人
と
面
談
し

状
況
に
よ
り
県
北
保
険
事

務
所
に
生
活
保
護
申
請
の

案
内
を
行
っ
て
い
る
。

相談には丁寧に対応している

生活保護行政について伺う

問問
　
本
県
に
は
近
隣

の
飯
野
や
月
舘
の

よ
う
な
小
中
一
貫
校
が
あ

り
な
が
ら
今
回
わ
ざ
わ
ざ

義
務
教
育
学
校
の
視
察
を

行
っ
た
意
図
は
な
ぜ
な
の

か
伺
う
。

答答
教
育
長

　
近
隣
に
あ
る
最

近
で
き
た
施
設
を
見
学
す

る
こ
と
で
委
員
の
方
々
の

ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た

め
。問問

　
提
言
は
10

月
に
出
ま
す
。

提
言
に
対
し
町
民
の

意
見
を
聞
く
機
会
は

い
つ
か
伺
う
。

答答
教
育
長

　
町
の
政
策

が
決
定
後
説
明
会
を

開
催
す
る
。

問問
　
町
民
合
意

が
必
要
。
方

針
決
定
前
に
意
見
を

聞
く
場
を
設
け
る
べ

き
だ
が
。

答答
教
育
長

　
方
針
決
定

後
に
説
明
会
検
討
す

る
。問問

　
文
科
省
が

い
わ
ゆ
る
働

き
方
改
革
と
し
て
「
給
特

法
等
改
正
」
を
決
め
た
。

本
町
の
職
員
の
勤
務
状
況

に
ど
の
よ
う
な
影
響
や
変

化
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答答
教
育
長

　

業
務
量
管
理
、

健
康
確
保
措
置
実
施
計
画

を
本
年
度
中
に
策
定
し
労

働
環
境
の
確
保
に
努
め
る
。

10月に提言、実施計画を検討中

小中学校のあり方と教員の働き方

川川
かわかわ

村村
むらむら

  滋滋
しげしげ

道道
みちみち

  議 員議 員

問問
　
桑
折
町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
「
こ
お
り
の
小

径
」
等
の
散
策
ル
ー
ト
の

整
備
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
が
、「
こ
お
り
の
小

径
」
５
つ
の
ル
ー
ト
（
歴

史
、
自
然
、
果
物
、
語
ら

い
、
い
に
し
え
）
そ
れ
ぞ

れ
の
今
後
の
整
備
計
画
等

に
つ
い
て
伺
う
。

答答
町
　
長

　
「
こ
お
り
の
小

径
」
に
つ
い
て
は
、
約
20

年
前
に
散
策
を
目
的
に
５

つ
の
ル
ー
ト
を
選
定
し
整

備
し
て
き
た
が
、
現
在
、

歴
史
の
小
径
・
自
然
の
小

径
を
除
く
３
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
利
用
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
今
後

は
、
あ
ら
た
に
整
備
す
る

「（
仮
称
）
歴
史
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
」
を
起
点
と
し

た
、
新
た
な
散
策
・
ド
ラ

イ
ブ
ル
ー
ト
を
選
定
し
、

町
の
恵
ま
れ
た
歴
史
遺
産

や
自
然
の
紹
介
に
努
め
来

訪
者
の
町
内
周
遊
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

歴史観光交流センター起点に整備

「こおりの小径」の整備計画は

問問
　
町
は
、
８
月
20

日
に
聖
光
学
院
高

等
学
校
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
た
。
今
回
の
包

括
連
携
協
定
を
形
あ
る
も

の
に
、
ま
た
有
効
な
も
の

に
し
て
い
く
具
体
的
な
プ

ラ
ン
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答答
町
　
長

　
協
定
に
つ
い
て

は
、
聖
光
学
院
高
等
学
校

に
お
け
る
探
究
授
業
の
一

環
と
し
て
、
町
の
魅
力
発

信
、
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
授

業
へ
の
講
師
派
遣
、
地
元

企
業
と
連
携
し
た
職
場
見

学
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
福

祉
事
業
へ
の
協
力
な
ど
を

想
定
し
て
お
り
、
今
後
も

引
き
続
き
定
期
的
な
協
議

の
場
を
設
け
て
実
効
性
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

定期的に協議し実効性確保したい

聖光学院との協定どう進めるのか

半半
はんはん

澤澤
ざわざわ

　  　  高高
たかしたかし

  議 員議 員

桑折町にある聖光学院の野球場と第二校舎

統廃合が検討されている伊達崎小学校

これも 質 問これも 質 問

問問　
選
挙
の
開
票
作
業
の
迅
速
化
を

　

答答　
機
器
点
検
、
作
業
手
順
の
確
認
を
徹
底
す
る

問問　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
生
は
進
ん
で
い
る
の
か

　

答答　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
を
着
実
に
取
り
戻
し
て
い
る

問問　
本
町
の
保
険
診
療
に
関
し
て
保
険
証
の
扱
い
は

　

答答　
該
当
者
全
員
に
資
格
確
認
証
を
送
付
し
て
い
る

問問　
障
害
を
持
つ
方
の
避
難
に
つ
い
て
は

　

答答　
福
祉
避
難
所
に
優
先
的
に
誘
導
す
る
よ
う
に
対
応
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動画 動画

一

般

質

問

一

般

質

問

質問質問 質問質問

答弁答弁 答弁答弁

質問質問

答弁答弁

質問質問

答弁答弁

問問
　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
つ

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
」
に
関

し
て
、
本
町
に
お
い
て
は

補
助
金
等
で
支
援
し
推
進

を
図
っ
て
い
る
。し
か
し
、

一
方
で
は
、
環
境
破
壊
で

は
な
い
か
等
多
く
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
桑

折
町
は
環
境
破
壊
を
伴
う

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
建
設

を
阻
止
す
る
と
い
う
自
治

体
の
立
場
を
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答答
町
　
長

　

本
町
と
し
て

は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
促
進
を
推
進
す
る
必

要
は
あ
る
も
の
の
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
や
伝
統
あ

る
歴
史
的
・
文
化
的
景
観

等
を
損
な
う
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
こ
の
た
め
、
豊
か
な

自
然
環
境
及
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
と
の
調

和
を
図
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
定
め
、
豊
か
で
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
条
例
を
今
定
例

会
に
上
程
し
た
。

自然環境との調和を図る条例を上程した

メガソーラー建設を阻止する考えは

　
本
町
の
ご
み
減
量
化
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
次
の
点
に
つ
い
て
伺

う
。問問

　
本
町
に
あ
っ
て

は
収
集
日
を
変
更

し
て
の
紙
類
の
回
収
や
、

町
主
体
の
衣
類
回
収
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
、
硬
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
は
現
状
で
は

実
現
が
難
し
い
よ
う
だ
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
本

町
に
お
い
て
は
ど
の
様
に

取
り
組
む
考
え
な
の
か
伺

う
。

答答
町
　
長

　
硬
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
に
施
行
さ
れ
た
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源

循
環
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
減
量
化

は
も
と
よ
り
、
地
球
温
暖

化
防
止
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
を
進
め
る
た
め
、
リ
サ

イ
ク
ル
が
努
力
義
務
と

な
っ
た
。
関
係
機
関
と
連

携
し
早
期
の
実
現
に
向
け

検
討
し
て
い
る
。

早期実現に向けて検討している

硬プラスチックのリサイクルは

石石
いしいし

幡幡
はたはた

  政政
まさまさ

子子
ここ

  議 員議 員

問問
　
蚕
糸
跡
地
利
活

用
事
業
に
つ
い
て

の
質
問
で
、「
既
議
決
事

項
否
定
の
質
問
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
論
」
が
、「
総

務
課
見
解
及
び
町
長
答

弁
」
で
示
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
県
議
長
会
も
「
問

題
な
い
」
と
の
こ
と
だ
。

全
国
町
村
議
長
会
発
行
の

「
議
員
必
携
」
で
は
そ
の

理
論
的
根
拠
が
明
確
だ
。

二元代表制の立場で所見述べぬ

核禁条約意見書否決への見解は

問問
　
６
月
定
例
会
で

「
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
署
名
と
批
准
を
求

め
る
意
見
書
（
案
）
が
否

決
と
な
り
、
核
廃
絶
め
ざ

す
「
非
核
平
和
の
町
宣

言
」
と
相
容
れ
な
い
結
果

が
生
じ
た
。
こ
の
こ
と
へ

の
所
見
を
伺
う
。
今
年
は

戦
後
80
年
で
、
不
戦
と
非

核
へ
の
思
い
が
広
が
っ
て

い
る
と
き
だ
。「
非
核
平

和
の
町
」
宣
言
に
基
づ
く

広
島
・
長
崎
へ
の
生
徒
派

遣
事
業
も
10
年
目
と
な
っ

た
。
こ
の
機
会
に
こ
れ
ら

を
記
念
す
る
事
業
を
企
画

し
て
は
ど
う
か
。

答答
町
　
長

　
意
見
書
否
決
に

つ
い
て
所
見
は
述
べ
ぬ
。

「
非
核
平
和
の
町
宣
言
」

は
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久

平
和
の
実
現
を
希
求
す
る

も
の
。
平
成
26
年
度
か
ら

広
島
・
長
崎
の
平
和
記
念

式
典
に
小
学
生
を
参
加
さ

せ
て
き
た
の
も
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
の
思
い
を
共

有
す
る
た
め
だ
。「
非
核

宣
言
自
治
体
協
議
会
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
れ
が

紹
介
さ
れ
、
思
い
が
全
世

界
に
届
け
ら
れ
た
。
記
念

行
事
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
み
た
い
。

見解は変わっていない

総務課見解を修正したのか否か

齋齋
さいさい

藤藤
とうとう

  松松
まつまつ

夫夫
おお

  議 員議 員

同
見
解
は
６
回
に
わ
た
り

議
会
宛
示
さ
れ
た
が
、
去

る
６
月
定
例
会
総
括
文
書

に
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
「
総
務
課
見
解
」

の
修
正
か
否
か
を
伺
う
。

答答
　
既
議
決
事
項
を

否
定
す
る
質
問
等

は
、
他
議
員
の
意
思
を
否

定
す
る
の
で
ふ
さ
わ
し
く

な
い
」
と
の
考
え
に
変
わ

り
は
な
い
。

これも 質 問

問問　
情
報
公
開
で
町
民
の
知
る
権
利
を
保
障
せ
よ

　

答答　
条
例
の
目
的
に
沿
っ
て
執
行

問問　
熊
出
没
に
有
害
鳥
獣
対
策
の
抜
本
的
強
化
で
備
え
よ

　

答答　
長
距
離
無
線
捕
獲
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
対
策
強
化
中

これも 質 問

問問　
学
習
に
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
使
用
す
る
効
果
は

　

答答　
生
徒
が
主
体
的
な
学
習
を
確
立
で
き
る

こおりの豊かな自然を守る

硬プラスチックも資源です
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委 員 会 活 動 報 告
　桑折町・国見町・川俣町３町議会議員が一堂に会し、県への要望事項を決議するとともに、議員としてのあり方について研修した。

　よりよい「議会だより」の編集方法等について県内町村議会の広報担当者が集まり研修を深めた。さらには、「こおりまち議会だ
より VOL.140春号」もクリニックを希望し講師の先生から全体の前で詳細についてご助言をいただくことができた。

第20回伊達郡町議会議員大会

福島県町村議会議長会　広報研修会

 日　　時 　令和７年７月25日（金）午後３時
 場　　所 　川俣町役場３階　大会議室
 出席議員 　11名
 内 容 １ 
各町議会提出要望事項・決議
桑折町議会による要望事項の提案
１　主要地方道浪江国見線に架かる「伊達崎橋」の早期
復旧実現（県による歩道整備事業の計画と一体となっ
て、新たに「歩道整備」も行うこと）
２　主要地方道浪江国見線、一般県道保原伊達崎桑折線
及び一般県道国見福島線の利用者の安全確保（道路拡
幅、歩道設置など、利用者の安全確保を）
３　地域医療の確保（常勤医師及び全体的に不足してい
る看護師の確保について県の支援を強く要望、桑折・
国見議会提出）

 日時場所 　午後４時30分～　川俣町役場３階　大会議室
 出席議員 　８名
 内 容 ２ 
演題　�「地方議会におけるハラスメント防止に向けた取

組：最近の事例を中心に」
講師　福島大学経済経営学類教授　吉高神　明先生
○議会におけるハラスメント最近の事例
　福島県内　会津美里町　西会津町　白河市
○首長等や議員によるハラスメントに関する条例制定
　令和７年６月30日時点、121団体が127条例を制定
○地方議会におけるハラスメント防止の法体系
　地方議会議員を対象とする
実効的な法律が不在
　ハラスメント事案が発生し
てから条例を制定するのでは
なく、ハラスメント発生を未
然に防止する目的で条例を制
定（金山町議会）
　講演後、早急に条例制定に
取り組むことが大切とアドバ
イスをいただいた。万歳三唱　川名靜子副議長説明者　佐藤武朗議員

 日　　時 　令和７年７月１日（火）午後１時
 場　　所 　郡山市ビッグパレットふくしま１Ｆコンベンションホール
 出席議員 　議長　原　賢志　　委員長　半沢正保　　委員　石幡政子　　委員　羽根田ひとみ
 演題　講師 　演題　「戦略的広報と議会報づくりの型」
　　　　　講師　一般社団法人自治体広報広聴研究所　　代表理事・広報アドバイザー　金井　茂樹 先生

 内 容 １ 
○広報広聴の目的と意義
・目的　�情報の受け手の意

識・行動変容
　　　　�知る→関心→理解→

納得→行動する
　　　　・広報：地域住民
　　　　・広聴：議会、議員、
首長、職員
・意義　・説明責任を果たす
　　　　・理解・納得してもらう
　　　　・信頼・協働関係を構築する
　　　　・よりよい地域社会の実現に寄与する
○戦略的広報
・目的・プロセス
　　　　・誰に、何を伝えて、どうなってほしいのか。
　�議会だより作成の目的を明確にすることの大切さとそ
れを踏まえた企画、編集の具体的なあり方について詳
しくご指導いただいた。

 内 容 ２ 
桑折町、南会津町、只見町、猪苗代町、塙町、石川町、
古殿町、広野町、富岡町の議
会だよりのクリニック
本町の議会だよりについて
１　表紙　文字色落ちついた
トーン及び表示　良
２　施政方針とは何かを　
リード文で説明があっても
よい
３　タイトルを強調すべき
４　討論　リード文で用語を
説明するとよい
５　罫線の太さの使い分けな
ど、24項目についてアド
バイスをいただいた。
これからの議会だより編集に
活かしていきたい。

VOL.

令和７年
５月９日発行

号春140
桑折町議会ホームページへ桑折町議会ホームページへ

主な内容

令和７年度方針別主な事業�令和７年度方針別主な事業� ❷❷
施政方針への質問�施政方針への質問� ❹❹
一般会計予算への総括質疑�一般会計予算への総括質疑� ❼❼
９名の議員による一般質問という名の政策提案�９名の議員による一般質問という名の政策提案� ⓮⓮

３月定例会３月定例会

献上桃の郷 桑折町 ホームページアドレス　https://www.town.koori.fukushima.jp献上桃の郷 桑折町 ホームページアドレス　https://www.town.koori.fukushima.jp

文化財防火デー〈文化財を火災・震災その他の災害から守る〉
伊達地方消防組合少年少女消防クラブによる消火訓練のようす
国指定重要文化財「旧伊達郡役所」令和７年１月26日（日）桑折町文化財防火訓練

議会だより
VOL.140号春号

最前列に着座した広報関係議員

講師　吉高神　明
（きっこうじん　あきら）先生

講演会
総務文教常任委員会

　総務委員会は学校のあり方検討委員会総務文教の調
査事件に関して、会議を開催したが、８月は担当課長
との日程調整つかず、開催できず、  あり方検討委員
会の詳細について聞けず、教育文化課長と日程調整の
結果９月にずれ込む。

　総務委員会では、統合ありきではなく、あくまでも
地域の方々の意向を充分尊重する。また、あり方検討
委員会の結果を会議録などを公表する等また取り纏め
を12月まで報告する。

委員長　斉　藤　　　謙　

広報広聴常任委員会

１　「議会だより」表記などの改善を
　福島県町村議会議長会主催の広報研修会において、
本町議会だよりについてご指導いただき、これからの
編集方法を改善していく。（詳細ｐ23参照）
　議会報告・意見交換会のあり方について、下記のよ
うに検討してきた。
２　「議会報告・意見交換会」の充実を
　目　的�　町民ファーストの魅力ある議会・議員の姿

の追求

　改善点　開催の時期および時間帯の検討
　　　　�　意見交換をテーマを設定し、話し合い内容

の検討
　　　　�　「高齢化への対応について」、「子育て支援

のあり方について」、「大規模店進出への対応
策について」、「少子化対応、小中学校のあり
方について」などのテーマを設定しての話し
合い

委員長　半　沢　正　保　

議会運営委員会

　議会運営委員会では、閉会中の所掌事務調査
事項である「議会基本条例第20条に基づく検
証」の調査をもとに、今定例会にて議会基本条
例の改正を行った。改正点は、次の２つである。
①本条例の検証（条例の目的が達成されている
か）を２年に一度とするため第20条を改正す
る。②「政務活動費」に関する条項を加える。
①に関しては、これまでは改選後すぐに本条例
の検証を行い改選後の４年間の議会活動に役立

てていたが、先進議会の例にならい議会基本条
例を各議員が条項ごとに「チェックシート」を
用いて評価し、議会運営委員会にてまとめると
いう方法をとる。さらには、４年に一度から２
年に一度の検証をするとしたもの。②は基本条
例制定時に本議会にて制度化していなかった
「政務活動費」について今回、第６章第11条に
加えたもの。

委員長　半　澤　　　高　

産業厚生常任委員会

　本委員会は、「女性が働きやすいまちづくり」を調
査事件とし、第２期子ども・子育て支援事業計画の推
進と、厚生分野の視座から一時預かり事業の新設につ
いて調査してきた。調査の内容は、「桑折町子育て支
援センター」及び「こおり青空こども園子育て支援セ
ンター」を視察し運営状況について質疑を行った。ま
た、「日本一女性が働きやすいまち宣言」を掲げる山
形県酒田市の行政視察を実施し市役所での担当課の説
明、および、NPO法人が運営している施設も訪問し
質疑を行った。（報告書は議会ホームページに掲載）

　今後の調査事件としては、「伊達桑折 IC 周辺の農
地利用における町農産物の知名度向上と交流人口拡大
に関する」調査を実施する。調査理由としては、IC
周辺の農地を、町農産物ブランドを核
とした体験型施設や、産学官連携によ
る発信拠点の導入事例等を視察し、
IC周辺農地の有効利用を通じて町農
産物の知名度向上と交流人口拡大を図
る方策を検討するため調査を行う。

　委員長　佐　藤　武　朗　

　７月17日、山形県酒田市を訪問し、同市が展開す
る「一時預かり保育」「ファミリー・サポート・セン
ター」「NPO法人にこっと」「病児・病後児保育にお
ける送迎・受診付添いサービス」について、市役所で
説明を受けた。また、「NPO法人にこっと」の活動
現場も訪問した。酒田市は、女性が働きやすいまちづ
くりを市政の柱の一つとして掲げ、保育・福祉・就労
を切れ目なく支援する体制を整備している。特に保護
者が緊急時や短時間就労などで利用できる一時預かり
保育は複数の施設形態で運営されており、利便性が非

常に高い。
　この事業は長
年続けられてお
り、担当課と運
営をされている
方々との信頼関
係が深く、事細
かな連携がある
ことに感心し
た。

行政視察報告 �

酒田市役所会議室

議 会 活 動 報 告

調査報告書へ
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月　日 活　動　状　況 内　　　容

Ｒ７．７．３ 議会全員協議会 ○歴史観光交流センター基本設計について
○６月定例会の総括について

Ｒ７．７．10 政務調査会視察研修 ○県北浄化センター
○すりかみ浄水場

Ｒ７．７．24 議会全員協議会 ○令和７年第４回桑折町議会臨時会の議事日程等について
○提案内容の説明

Ｒ７．７．24 令和７年第４回桑折町議会臨時会 ○承認１件、契約の締結１件、補正予算１件審議採決

Ｒ７．７．25 第20回伊達郡町議会議員大会 ○大会、講演会、交流会

Ｒ７．８．19 議会全員協議会 ○歴史観光交流センター基本設計概要について

Ｒ７．９．３ 議会全員協議会 ○令和７年第５回桑折町議会定例会の議事日程等について
○提案内容の説明

Ｒ７．９．３ 令和７年第５回桑折町議会定例会
○会議録署名議員の指名、会期の決定、諸般の報告・行政報告、町

長提案理由の説明、補正予算説明、決算認定総括説明、健全化判
断比率・資金不足比率報告、決算審査結果報告、継続審査報告

Ｒ７．９．４ 議会全員協議会 ○令和７年第５回桑折町議会定例会（第２日）の議事日程等について

Ｒ７．９．４ 令和７年第５回桑折町議会定例会 ○一般質問（５名）

Ｒ７．９．５ 議会全員協議会 ○令和７年第５回桑折町議会定例会（第３日）の議事日程等について

Ｒ７．９．５ 令和７年第５回桑折町議会定例会 ○一般質問（４名）

Ｒ７．９．９ 議会全員協議会 ○令和７年第５回桑折町議会定例会（第７日）の議事日程等について

Ｒ７．９．９ 令和７年第５回桑折町議会定例会 ○条例制定２件、条例改正４件、補正予算２件、同意１件審議採決
○決算認定所管別説明

Ｒ７．９．11 議会全員協議会 ○令和７年第５回桑折町議会定例会（第９日）の議事日程等について

Ｒ７．９．11 令和７年第５回桑折町議会定例会 ○令和６年度決算認定所管別質疑（総務文教常任委員会所管）

Ｒ７．９．16 議会全員協議会 ○令和７年第５回桑折町議会定例会（第14日）の議事日程等について

Ｒ７．９．16 令和７年第５回桑折町議会定例会 ○令和６年度決算認定所管別質疑（産業厚生常任委員会所管）

Ｒ７．９．17 議会全員協議会 ○令和７年第５回桑折町議会定例会（第15日）の議事日程等について

Ｒ７．９．17 令和７年第５回桑折町議会定例会 ○令和６年度一般会計決算認定　総括質疑、討論採決

Ｒ７．９．18 議会全員協議会 ○令和７年第５回桑折町議会定例会（第16日）の議事日程等について

Ｒ７．９．18 令和７年第５回桑折町議会定例会
○令和６年度特別会計・水道事業会計・下水道事業会計決算認定　

総括質疑、討論採決、水道事業剰余金の処分審議採決
○追加議案審議採決

議会活動状況報告書

令和６年度　議会費決算概要

令和７年６月18日～令和７年９月18日（全議員対象のみ掲載、詳細は二次元コードよりご覧いただけます）

 視　　察 　下水道施設視察
 名　　称 　（公財）福島県下水道公社　県北浄化センター
 場　　所 　国見町大字徳江字上悪戸46番地の１
 日　　時 　令和７年７月10日（木）10：00～11：30

 主な説明内容 

関連市町　福島市、伊達市、桑折町、国見町
桑折町の下水道事業は、昭和63年に着手して以来、今
日まで約37年間にわたり整備を進めてきた。
管の全長、約56㎞、管渠（管の直径400㎜～1,650㎜）
大きな管でないため安全。
１日６万８千㎥（プール150杯相当）の下水を処理。
汚れた水を綺麗にする微生物のために大量の空気を吹き
込みかき混ぜる処理等のため、１日あたり１万７千
kWhの電力を使用。（１ヶ月の電気代700万～800万円）

 ま と め 

　桑折町の公共下水道は、県北浄化センターを通じて地
域の生活排水を適正に処理し、阿武隈川水質保全に寄与
している。現在の処理能力は日常利用に十分対応してお
り、法定基準を満たす放流水質を確保している。下水管
については、定期点検・清掃を実施し、老朽化箇所は順
次更新計画を進めている。耐震性や漏水防止の観点から
も安全性は概ね確保されており、町民生活の安心と衛生
環境の維持に資する体制が整っている。

 担当者へインタビュー 

「下水道事業の今後の課題は何ですか？」
全国的な問題でもあるが、「ヒト・モノ・カネ」が深刻
である。
ヒト→技術者が高齢化の為人材不足である。採用活動を
しているが応募が無い。
モノ→施設・機材等が古くなってきている。
カネ→40万人の計画で施設を建設したが、現在20万人。
今後の人口減少を考えると下水道料金を上げないと運営
が厳しくなっていく。

 視　　察 　浄水場視察
 名　　称 　福島地方水道用水供給企業団すりかみ浄水場
 場　　所 　福島市飯坂町字沼ノ上１番地の１
 日　　時 　令和７年７月10日（木）14：00～15：30

 主な内容 

○新たな水道の誕生（DVD視聴）
○浄水施設視察（すりかみ浄水場における安全安心な水
の安定供給の取組）

　２階パネル→中央監視室→薬品混和池→薬品沈殿池→
中塩素混和池→急速ろ過池→水質監視槽

 ま と め 

　すりかみ浄水場は、福島地方水道用水供給企業団によ
り運営され、「安全でおいしい水を安定的に供給する」
ことを基本方針とし、原水から浄水まで水質管理を徹底
し、水道法に基づく検査項目を通常基準の約４倍（約
200項目）で実施。浄水処理中の放射性物質も含め、基
準を超える検出はなく、配水区の末端でも毎月給水栓か
ら水質検査を行っており、色・濁り・残留塩素などの項
目は毎日確認している。施設の耐震化や幹線管の強化も
進めており、災害時の応急給水体制・復旧計画も整備済
み。運営面では経営改革に注力しつつ、コストと安全性
のバランスをとりながら供給体制の維持・向上に努めて
いる。

 担当者へインタビュー 

「すりかみ浄水場の今後の課題は何ですか？」
今年度からマスタープラン計画を立てた。
将来のモデル、目標のもと持続可能な経営をすること。
総額1,600億円のうち半分の800億円はダムの維持にか
かる。
今後70～80年先を考えると、人口減少の影響は深刻。
現在１日11万トンの水量だが、４割減となり、１日５万
トンの水量となったときダムの必要性も問題視される。

下水道現場での説明下水道事業の説明 浄水場内施設浄水場事業の説明

桑折町議会政務調査会視察研修

　桑折町民のライフラインである上下水道の安全確保が適正に行われているのか現場確認してきた。
　令和７年１月に八潮市内の交差点内において、下水道管の破損に起因すると思われる陥没による死亡事故が発生、下水道管に関
連する事故であったことから、桑折町に関連する上下水道の設備等を視察することとした。

議員報酬及び期末手当 45,858,658円

共済組合費負担金（年金分）※制度改正により現議員は対象外 9,884,160円

職員人件費 17,902,638円

需用費（議会だより印刷製本費外） 2,083,532円

その他（旅費、交際費、使用料、負担金等） 5,682,316円

計 81,411,304円
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谷地豊年盆踊り
大会

VOL.

令和７年
10月15日発行

号秋142
令和７年10月15日発行
発　行　福島県伊達郡桑折町議会
責任者　原　　賢志

●広報広聴常任委員会編集委員
　委 員 長　半沢正保　　副委員長　石幡政子
　委　　員　齋藤松夫　　委　　員　羽根田ひとみ

編　集　議会広報広聴常任委員会
電　話　０２４（５８２）２１１３
印　刷　陽光社印刷株式会社

編　集　後　記
　第46回大字谷地豊年盆踊り大会。８月になると、子どもたちが
親と一緒に太鼓練習に訪れる。田んぼに囲まれた屯所にはカエルの
声が響き、実にのどかだ。恒例の仮装大会では、工夫を凝らした作
品が登場するたびに会場が笑顔の渦に包まれる。我が家の子どもた
ちも夏休みに入ると、「今年は何をやろうか」と話し合ったことを
思い出す。
　盆踊りは、家族だけでなく地域の絆を深める大切な機会でもあ
る。世代を超えて一緒に盛り上がれることは、本当に素敵なことだ。
きっと亡くなった人々も、お墓の中で喜んでくれているに違いない。
改めて、盆踊りを立ち上げてくださった歴代青年部の皆さん、そし
て今を担う現青年部の皆さんに心より感謝申し上げたい。
　そして、この大切な思い出を、子どもたちが未来へと引き継いで
くれることを願っている。� 羽根田ひとみ

令和７年度令和７年度
第２回 桑折町議会報告・意見交換会第２回 桑折町議会報告・意見交換会

開催のご案内開催のご案内

1 日時・場所

あなたの声が 町を動かす

日 時

場 所

11月４日（火）
18：30～19：30

桑折公民館

桑折地区

⑴　議会活動状況、予算、決算
等の審議状況の報告

⑵　「空き家対策、防災減災、有害鳥
獣対策等」をテーマとして意見交換

議会だより
vol.142
秋号

日 時

場 所

11月５日（水）
18：30～19：30

睦合公民館

睦合地区

日 時

場 所

11月６日（木）
18：30～19：30

半田公民館

半田地区

日 時

場 所

11月７日（金）
18：30～19：30

伊達崎公民館

伊達崎地区

2 主な内容 3 持参物 VOL.

令和７年10月15日発行

号秋142
桑折町議会ホームページへ
桑折町議会ホームページへ

主な内容
９月定例会�
９月定例会�

❷❷

９名の議員による一般質問という名の政策提案��

９名の議員による一般質問という名の政策提案�� ⓬⓬

議会活動報告�
議会活動報告�

㉓㉓

議会報告・意見交換会ご案内�

議会報告・意見交換会ご案内�
㉖㉖

献上桃の郷 桑折町 ホームページアドレス　https://www.town.koori.fukushima.jp

献上桃の郷 桑折町 ホームページアドレス　https://www.town.koori.fukushima.jp

　　町制施行70周年を記念する事業
奥州こおり宿　楽市楽座�in�山車フェス
令和７年９月28日（日）開催町に現存する13台の山車が迫力満点の絆の伝統美により奥州・羽州街道の追分として栄えた

桑折宿の復活。さらには、東北のうまいもの大集合、さらなる交流・関係人口創出へ

今回は、各地区ごと４つの会場で下記のとおり開催いたします。
多くの皆さまのご参加をお待ちしております。


